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分担研究報告書 

 
高次脳機能障害者の社会的行動障害による社会参加困難への対応に関する研究 

 
研究分担者： 辻野 精一 大阪急性期総合医療センター・リハビリテーション科 主任部長 

                

Ａ．研究目的 

支援困難な社会的行動障害を呈する高次脳機

能障害患者について実情を調査しその基準と対

応方法につき検討すること。 

 

Ｂ．研究方法（倫理面への配慮） 

当センターにおける患者事例を収拾し統一し

た調査票を作成し匿名化ののち他の施設におけ

る事例と合わせ統計処理する。その結果をもっ

て重度社会的行動障害を有する高次脳機能障害

患者への対応方法につき議論・検討する。研究

は当センター倫理委員会の承認を得ており、後

方視的であるため当センターホームページにて

その目的・要旨を広報している。 

 

Ｃ．研究結果 

当センターを過去に受診した高次脳機能障

害患者のうち重度社会的行動障害を有した症

例を抽出し匿名化に留意しつつ病歴および支

援状況をまとめ班会議に持ち寄り、他施設から

の症例ともに対策につき議論・検討した。また

調査票は NPI および高次脳機能障害支援ニー

ズ判定票を聴取できた 9症例分、聴取できなか

った 10 症例分をすでに研究代表者に送付して

おり、他の施設の分と合わせて統計処理される

予定となっている。 

 

Ｄ．考察 

各施設一定数の重度社会的行動障害を有する

高次脳機能障害患者を診療しており症例それぞ

れに支援困難をきたしていることが明確となり、

今後各施設の症例の統一・匿名化した調査票を

集約し統計処理した結果をもって何らかの対応

指針を策定することが必要である。 

 

Ｅ．結論 

重度社会的行動障害を有する高次脳機能障害

患者の支援については困難をきたすことが多く、

その実情を把握し支援方法につき何らかの指針

を示すことは重要である。 

 

Ｆ．健康危険情報 なし 

 

Ｇ．研究発表 なし 

 

Ｈ．知的財産権の出願・取得状況 なし

 

研究要旨 

重度社会的行動障害を有する高次脳機能障害患者につき調査し実情を把握するとともに研究

班共同研究者間で一部情報を共有した。また、統一した匿名化調査票を作成し研究代表者に

集約し統計処理を行うところである。それらを基に、今後対策を検討するにあたっての方法

論についても協議する予定である。さらに「癒しロボット」パロの入院高次脳機能障害患者

の社会的行動障害への効果を検証中である。 

 


